
月 日 曜日 時間 タイトル 場所 ご参加者数 開催

20 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（①ＲＭと経営） 開催済み １８名 済

24 水 15:00～17:30 中小企業と事業継続計画（BCP） 開催済み ６０名 済

１１ 7 水 14:30～17:00 リスクの視点から考える事業承継 開催済み １５名 済

8 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（②危機管理とＲＭ） 開催済み ５名 済

15 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（②危機管理とＲＭ） 開催済み ２５名 済

19 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（③ＲＭと保険） 開催済み ２０名 済

26 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（③ＲＭと保険） 開催済み １４名 済

9 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（④ＲＭと財務） 開催済み ５名 済

16 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（④ＲＭと財務） 開催済み １６名 済

23 土 10:30～18:00 ★第１２回仙台基礎講座 開催済み （＊）主催：日本アルマック 済

３ 22 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（⑤リスク管理経営） 開催済み ５名 済

5 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（⑤リスク管理経営） 開催済み ７名 済

12 土 14:30～17:30 ●山形開催（特別版ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを知る） 開催済み １５名 済

19 土 10:30～18:00 ★第１３回仙台基礎講座 開催済み （＊）主催：日本アルマック 済

17 土 10:30～18:00 ★仙台上級講座① 戦災復興記念会館 （＊）主催：日本アルマック 浦嶋繁樹

17 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（①ＲＭと経営） 仙台第三日本ビル５階 仙台市青葉区一番町2-3-20 加藤啓昭

14 土 14:00～17:00 ●山形開催（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾐﾅ－前編） 山形ﾋﾞｯｸﾞｳｨﾝｸﾞ 加藤啓昭

21 土 10:30～18:00 ★仙台上級講座② 戦災復興記念会館 （＊）主催：日本アルマック 松本一成

21 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（②危機管理とＲＭ） 仙台第三日本ビル５階 仙台市青葉区一番町2-3-20 加藤啓昭

12 土 10:30～18:00 ★仙台上級講座③ 戦災復興記念会館 （＊）主催：日本アルマック 松本一成

12 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（③ＲＭと保険） 仙台第三日本ビル５階 仙台市青葉区一番町2-3-20 加藤啓昭

9 土 10:30～18:00 ★仙台上級講座④ 戦災復興記念会館 （＊）主催：日本アルマック 浦嶋繁樹

9 土 15:00～17:00 シリーズＲＭ五本立て（④ＲＭと財務） 仙台第三日本ビル５階 仙台市青葉区一番町2-3-20 加藤啓昭

13 土 14:00～17:00 ●山形開催（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾐﾅ－後編） 山形ﾋﾞｯｸﾞｳｨﾝｸﾞ 加藤啓昭

＜宮城リスクマネジメント研究会 活動実績報告書⑥＞

（＊）上記日程中の★印は、ＮＰＯ 日本リスクマネジャ－＆コンサルタント協会認定講座となります。協会認定校の株式会社日本アルマッ
ク主催の基礎課程講座及び上級課程講座となりますので、詳細につきましてはホームページでご確認いただきますようお願い致します。
ＮＰＯ日本リスクマネジャ－＆コンサルタント協会認定講座につきましては、別途受講料が発生致します。
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（上記日程及び担当講師を変更させていただく場合がございますので予めご了承願います）
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株式会社 日本アルマック 〒１０２－００８３ 東京都千代田区麹町４－５ 桜井ビル４Ｆ
＜株式会社 日本アルマック 代表取締役 浦嶋繁樹氏、執行役員 松本一成氏が、東京から来仙します！！＞

詳細はWebで！！⇒⇒⇒ http://www.almac.co.jp

◆２00８年４月１９日現在◆ ～ご出席者のお声とセミナ－の総括～

●３月２２日、４月５日とＲＭシリーズの仕上げでもある「リスク管理経営」をテーマに開催致しました。
年度末から年度初めにかけ、忙しい時期にもかかわらず連続参加の方が中心となりました。ＲＭシリーズ開
催の中から、本格的にリスクマネジメントを習得したいという方が、この半年で５名様が手を挙げていただ
き嬉しい限りです。BCP（事業継続計画）を専門的に研究されている方、保険業界の方、また人事労務分
野の方など、幅が広がってきました。シリーズ５回では、各回２時間という限られた中で、ＣＳＲ・危機管
理・保険・財務・リスク管理経営という幅広いテーマだからこそ、今後もその分野のプロフェッショナルの
方との交流を図り、より充実した内容での開催を目標として参ります。

●４月１２日は、通常において宮城県仙台市、宮城県大崎市で開催される宮城ＲＭ研究会ですが、山形へ
キャラバン隊で出前の特別版３時間セミナ－を開催して参りました。保険業界の方、物流関係の管理者の方
が参加され、新しい気付きと出会いがありました。山形開催は次回は６月（前編）の予定です。（今後は、
岩手県一関市も開催を予定しております）

●開催第一回目から半年が経過しシリーズが一巡しましたが、新しい参加者も増えてきております。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城リスクマネジメント研究  活動 績報  

 

 

 

 

 ■10 月 20 日(土)は、 

 山形から 4 名、企業経営者 2 名、保険業界 3 名、金融業界 1 名等の方々が 

 ご参加いただきました。 

 

 「リスクの視点で経営を考える」というテーマで開催され、企業の社会的責任や、 

 企業の使命・目的、そして、なぜ今「リスクマネジメント」が要求されているのかという 

 時代背景に触れました。ご好評でした！！ 

 

 

 

 ■10 月 24 日(水)は、 

 愛知県豊橋市から、危機管理コンサルタントの彦坂先生をお招きしました。 

 各企業の経営層の方を中心とし、金融機関の方々、 

 そして東京からは、緊急地震速報機器メーカ－の方、地元ケーブルテレビの方にも 

 ご参加をいただきました。 

 

 防災意識の高まりや企業としての「事業継続計画」策定の必要性が求められる中、 

 特に大崎地方の製造業の企業経営者様が強い関心をお持ちになられており、 

 想定以上のご参加者数でした。 

 

 

 

 ■11 月 7 日(水)は、 

 ご出席者全員が企業経営者様でした。 

 司法書士の先生との「会社法における種類株式活用による事業継続対策」と 

 「リスクの視点で考える事業承継」というダブルセミナーを開催しました。 

 今までにない「事業承継」をリスクの視点からアプローチし、アンケートによれば総じて 

 ご好評のようでした。 

 

宮城リスクマネジメント研究会 活動実績報告 №1 

Voice! 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■12 月８日(土)は、 

 忘年会時期ということもあり「ミニ勉強会」スタイルでした。 

 「危機」と「危険」の時間的概念の違いや言葉の定義も確認しました。 

 様々な事柄が「点から線に繋がった」というご出席者の方の感想です。 

 

 

 

 ■12 月 15 日(土)は、 

 会計業界の先生、企業承継ご専門の方、施設管理がご専門の方など、保険業界以外の方々も 

 ご出席されました。 

 アンケートによれば、リスクマネジメントの他にも、財務、ＩＳＯ、危機管理、労働法なども、 

 今後のテーマとして採り上げてほしいという、積極的で貴重なご意見をいただきました。 

 ありがとうございます。 

 リスクマネジメントをベースにいろいろなテーマで研究会の内容充実を図って参りたいと 

 思いますので、今後とも各分野のエキスパートの方にも是非お声がけをお願いします。 

 

 

 ■1 月１９日(土)、２６日(土)は、 

 2 週連続で「リスクマネジメントと保険」というテーマで開催致しました。 

 テーマからも、両日共に保険関係の方が多く「保険本来の機能は財務的リスク移転手法」という 

 話が中心となり、今までにない「気付き」があったようです。 

 セミナ－へのご出席者の中には、既に、ＮＰＯ日本リスクマネジャ－＆コンサルタント協会認定 

 のリスクコンサルタント資格取得された企業の経営者の方もいらっしゃいました。 

 

 26 日には、リスクマネジメントシステムは「経営管理システム」として組織全員で実行される 

 必要があるが、リスクマネジメントを学ばれた経営者の方のお話では、次はこれをどう組織に 

 浸透させていくかが課題だともお話をされていました。 

 概念の把握から具体的実施がこれからの課題となりそうです。 

宮城リスクマネジメント研究会 活動実績報告 №2 

Voice! 



 

 

 

 

 

 ■２月９日(土)、１６日(土)と２週連続で 

 「財務の視点から考察する」というテーマで開催致しました。 

 

 

 ■２月９日(土)開催は、 

 少人数の個別勉強会スタイルとなりました。初めて参加いただいた方も、連続で参加いただいて 

 いる方も、「財務、保険、危機管理、内部統制とリスクマネジメントの関係が全て理解できた！」 

 というお声と、しかも全員が「本格的にリスクマネジメントを学ぶ必要がある」というお声を 

 頂戴しました。 

 経営という視点、財務という視点でリスクマネジメントの必要性をお伝えすることができました。

 

 

 

 ■２月１６日(土)は、 

 企業経営者、管理者の方が多く参加されました。テーマは同様に「財務」とリスクマネジメント 

 の関係でした。ＢＳ（貸借対照表）とＰＬ（損益計算書）の関係、そして経営資源と売上の関係、

 利益と純資産（資本）の関係を解説させていただきました。 

 また当日は、宮城県の危機管理（ＢＣＰ）推進のご担当の方より出前セミナ－を３０分講義を 

 頂きました。危機管理も、企業の存続と発展のためには必要な対策であり、シリーズ５回の中 

 でも重要なテーマである「財務の視点」から、危機管理とリスクマネジメントをお伝えすることが

 でき、初参加の方からも「シリーズＲＭ五本立て」に参加いただく旨のお言葉を頂戴しました。 

 

宮城リスクマネジメント研究会 活動実績報告 №3 

Voice! 



 

 

 

 

 

 

 ■３月２２日（土）、４月５日（土）は、 

 ＲＭシリーズの仕上げでもある「リスク管理経営」をテーマに開催致しました。 

 

 年度末から年度初めにかけ、忙しい時期にもかかわらず連続参加の方が中心となりました。 

 ＲＭシリーズ開催の中から、本格的にリスクマネジメントを習得したいという方が、 

 この半年で５名様が手を挙げていただき嬉しい限りです。 

 BCP（事業継続計画）を専門的に研究されている方、保険業界の方、また人事労務分野の方など、

 幅が広がってきました。 

 

 シリーズ５回では、各回２時間という限られた中で、 

 ＣＳＲ・危機管理・保険・財務・リスク管理経営という幅広いテーマだからこそ、 

 今後もその分野のプロフェッショナルの方との交流を図り、より充実した内容での開催を 

 目標として参ります。 

 

 ■４月１２日（土）は、 

 通常において宮城県仙台市、宮城県大崎市で開催される宮城ＲＭ研究会ですが、 

 山形へキャラバン隊で出前の特別版３時間セミナ－を開催して参りました。 

 保険業界の方、物流関係の管理者の方が参加され、新しい気付きと出会いがありました。 

 山形開催は次回、６月（前編）の予定です。（今後は、岩手県一関市も開催を予定しております） 

 

 ●開催第一回目から半年が経過しシリーズが一巡しましたが、新しい参加者も増えてきております。

宮城リスクマネジメント研究会 活動実績報告 №4 

Voice! 



２００７年～２００８年開催
運輸・電機・ＩＴ・製造・金融（保険）関係の方は特に注目！

下記申込書に必要事項をご記入いただきFAXにてお申し込み下さいますようお願い致します。

【プライバシーポリシー（個人情報保護宣言）】＜個人情報の利用目的＞本書面に記載いただきました個人情報につきましては、セミナ－開催責
任者において厳重に管理し、今後のセミナーの運営や開催のご案内、リスクマネジメントおよび各種情報のご提供に利用させていただきます。

（自宅 ・ 勤務先）
ＦＡＸ

（自宅 ・ 勤務先）

〒

（自宅 ・ 勤務先）お名前

昼間

連絡先

電話

住所

E-mail所属部署

勤務先

ふりがな

宮城リスクマネジメント研究会についてのお問い合わせ

「シリーズＲＭ」

★★５本立て企画★★

～現代社会人に必須のリスク感性～シリーズ五回でリスクマネジメントを学ぶ

＜セミナー内容（各回２時間）＞
◆各回共通テーマ：リスクマネジメントの実務的解
シリーズ①：リスクの視点で経営を考える
シリーズ②：危機管理とリスクマネジメントの違い
シリーズ③：リスクマネジメントと保険
シリーズ④：財務の視点から考察する
シリーズ⑤：リスク管理経営

＜研究会からのメッセージ＞
運輸業界では「運輸安全マネジメント評価」が、そして
電機・ＩＴ業界では「サプライヤ－の調達基準」を設ける
など、その内容はリスクマネジメントを経営に導入する
こが要求されております。この業界に限らずリスクマネ
ジメントの知識の共有と実践は待ったなしの状況にな
り、企業経営者や管理職の方などは、今後習得してお
かなければならないスキルのひとつとなります。2006
年の会社法、そして２００７年の金融商品取引法におい
ても「リスク管理」を法的に要求されるようになり、知ら
ないことが「リスク」となる社会です。

【下記の者がご案内を差し上げました】

株式会社 日本アルマック （Webダイレクト）

〒102-0083

東京都千代田区麹町４－５ 櫻井ビル４Ｆ

http://www.almac.co.jp

お申し込み先 FAX：０２２９－２２－２８３

◆宮城リスクマネジメント研究会事務局 担当 佐々木一元
宮城県大崎市古川駅東３－５－６ (有)トータルケアアンドアルマック内
ＴＥＬ：０２２９－２４－７１０１ FAX：０２２９－２２－２８３８

◆宮城リスクマネジメント研究会セミナ－申込書◆

参加希望日（右記に○印） ●スポット参加（ 月 日）又は ●シリーズ参加（ 月 日から五回）

【宮城ＲＭ研究会セミナ－参加料】
（税込み・資料代込み）

●各回スポット参加 ： 3,000円 ／お一人様
●シリ－ズ五本立て ： 10,000円 ／お一人様

【申込方法】
上記いずれかをお選びいただき、下記申込書にご記入
の上ＦＡＸにてお送り下さい。スポット参加の場合はコピ
－の上、繰り返しご使用下さい。随時お申込を承って
ります。

【宮城ＲＭ研究会セミナ－予定表】

別紙カリキュラム表をご覧下さい。
ご不明なところは、宮城ＲＭ研究会事務局までお問い
合わせ下さい。




